
     

 

 

 

 

 

 

  

 

【Rest】安静 【Icing】冷却 【Compression】圧迫 【Elevation】挙上 

    
打撲や捻挫、肉離れな

どのケガをしたとき、痛

みを軽くするための応

急手当です。 

ケガしたところを動か

さないようにします。 

氷水や氷のうを使い、

患部を冷やします。 

テープや包帯などで固

定します。 

心臓より高い位置に上

げます。 

 

「休んだらみんなに迷惑がかかる」「レギュラーを外されたくない」̶̶。そう思って痛みをガマンしていると、悪化して復帰

が遅れたり、後遺症が残ってしまうことも。痛みが強いときは、早めに病院へ行きましょう。 

    

鉾田市立大洋中学校 

保健室 

令和４年９月１日 

 

裏面は、「救急の日」特集です。ぜひご覧ください。 

９月の安全目標 

災害に備えた生活をしよう 

９月の保健目標 

けがの防止に努めよう 

＊ 毎月の保健だよりは、生徒のみなさん、保護者の皆さまそれぞれお読みいただければと思います。 

～保健室からのお願い～ 
 
○7月 22日より、県内の新型コロナウイルス対策が Stage３へ強化されております。引き続き、

手洗い・うがい・消毒・換気の徹底や 3 密を避ける等の感染症対策を行いましょう。また、

生徒本人や同居している家族にかぜ症状や発熱等の症状がある場合には、自宅で休養し、様

子を見ていただければと思います。その際病院を受診し、PCR 検査や抗原検査で陽性となっ

た場合は学校にご連絡ください。 
 
○夏休み中に学校管理下（登下校や部活動等）のけが（熱中症を含む）で病院を受診された方

は、日本スポーツ振興センター災害給付金の対象となります。（自己負担３割の場合 1,500円

以上が対象）気になる方は保健室までお知らせください。 
 
○けがや病気等で２学期からの学校生活で配慮しなければならないことや、お子さんの健康状

態について気になることがありましたら、学級担任までお知らせください。また、むし歯等

の治療終了後、受診結果報告書を学校へ提出してください。 

 

9/1～9/7（学校がある日 5日間）に「夏休

み明け生活チェック」を実施します。自

分の生活について振り返り、早めに学校

モードに切り替えましょう！ 

２学期が始まりましたが、夏休み前と比べて新型コロナウイルス感染症の感染が拡大しており、

誰が感染しても不思議ではない状況となっています。今後とも気を引き締めて生活するとともに、

偏見や差別が生じないように、冷静に対応しましょう。そして、自分のため、大切な人のために、

私たち一人一人ができることを考えて行動しましょう。 

また、夏休みの生活リズムから抜け出し、学校モードに切り替えるために、「早寝・早起き・朝

ごはん」を心がけ、元気よく生活していきましょう。 



  

救急の日は、「救急について関心や理解を深めよう」という日です。救急とは、急に大変なことが起こった時に救うこと。特に、急に病気になった人

やけがをした人に応急手当をすることです。いざという時のために、一人でも多くの人を救えるように、自分ができることを考えてみてください。 

 

119 番に通報したら、①救急であること 

②場所 ③誰が・どうした ④通報者の名

前・電話番号 を伝えます。 

落ち着いて状況を伝え、他にも指示があれ

ばよく聞いて従いましょう。 

※ 絶対に倒れている人を１人にしない！ 

 

コロナ禍での救急救命処置では、感染

症が心配されるため、人工呼吸は無理に

する必要はありません。 

マスクをしたままで胸骨圧迫と AED

の使用を行いましょう。 

こんなときはためらわずに１１９番！ 

・意識がない 

・大量に出血している 

・けいれんが止まらない 

・ひどい胸痛・腹痛・頭痛 

・判断に迷う 

① 職員玄関 

② 体育館 

～確認しましょう～ 


